
愛・地球博高校生平和プロジェクト実行委員会 

 

『１０代から世界へ！平和のために。』 
 

プロジェクトの概要 

被爆６０年を迎える今年、世界では核実験が絶えず、日本でも戦争の記憶が風化しつつあります。そ

こで私達は、「10 代から世界へ！平和のために。」と題して、長崎の高校生が平和な世界の実現を願

って始めた「高校生一万人署名活動」※次項参照の輪を、全国そして世界中に展開していきます。目標

署名数は、被爆６０周年を意識して、６０万人。以下に、万博期間中の具体的なプランを記します。 

 

高校生一万人署名活動とは 

インド・パキスタンの核実験を契機に、長崎市民の募金によって国連

に派遣されていた「高校生平和大使」が、戦争も核兵器もない平和な

世界の実現を求めて始めた活動。2004 年の第四回までに国内外で 13

万人以上の賛同を得ています。署名は全て手書きで、現在では毎年平

和大使によって国連のジュネーブ軍縮会議に提出されています。 

 

◆国内展開プラン 

＊「４７都道府県平和署名リレー」 

【概要】北海道と沖縄を出発点にして、高校生が署名イベントを万博会場・愛知までリレーする。 

各県で実行委員を募集し、それぞれで一人に「メッセンジャー」※以下参照を要請する。 

【目的】署名活動の輪を一気に広め、全国に平和のネットワークを作る。 

【日程】３月２５日にスタートし、高校生平和大使が渡欧する１ヶ月前である７月中旬に愛知到着。 

【以下、計画の詳細】 

・思いをつなぐバトンとして、被爆した柿の木の苗木を鉢植えにしたものを使用する。 

 被爆した柿の木：樹木医である海老沼正幸さんが育てている、長崎に原爆が投下された際生き残っ

た被爆２世の柿の木の苗木。全国に平和植樹の輪が広がりつつある。 

・各都道府県で、実行委員の中から一人が「メッセンジャー」となり、署名活動や平和の輪をその県

に広めてもらうために活動する。 
・オープニングイベントでは４７人のメッセンジャーが万博会場に集結し、北海道と沖縄のメッセン

ジャーがバトンとなる苗木を受け取って、リレーをスタートする。 
・各都道府県で署名を行う日程は以下の通り。 

３月２５日オープニング 

３月２７日（日）①  北海道 沖縄   ｜   ４月１０日（日）⑥  宮城  長崎 

３月２９日（火）②  青森  鹿児島  ｜   ４月１７日（日）⑦  福島  佐賀 

３月３１日（木）③  岩手  宮崎   ｜   ４月２４日（日）⑧  新潟  福岡 

４月 ２日（土）④  秋田  大分   ｜   ４月２９日（金）⑨  群馬  山口 



４月 ３日（日）⑤  山形  熊本   ｜   ５月 １日（日）⑩  栃木  島根 

５月 ３日（火）⑪  茨城  広島   ｜   ６月１２日（日）⑱  長野  兵庫 

５月 ５日（木）⑫  千葉  愛媛   ｜   ６月１９日（日）⑲  富山  京都 

５月 ８日（日）⑬  埼玉  高知   ｜   ６月２６日（日）⑳  石川  大阪 

５月１５日（日）⑭  東京  徳島   ｜   ７月 ３日（日）21   福井   和歌山 
５月２２日（日）⑮  神奈川 香川   ｜   ７月１０日（日）22  滋賀  奈良 

５月２９日（日）⑯  静岡  岡山   ｜   ７月１７日（日）23   岐阜  三重 
６月 ５日（日）⑰  山梨  鳥取   ｜    

・既にメッセンジャーが決まっている都道府県は以下の通り。 

愛知：吉村恵美子（県立豊橋商業高校２年） 滋賀：小西絵美（県立国際情報高校２年） 

千葉：長島幸穂（私立麗澤高校２年）    福島：星はる香（県立あさか開成高学２年） 

福岡：梶原輝史（私立筑紫台高校２年）   長崎：山田詩郎（県立長崎東高校２年） 

山口：鳥打祐太（県立柳井高校２年）   和歌山：成地草太（近畿大学付属新宮高校２年） 

・実行委員全員に配信されるメーリングリストを作成する。 

 

＊オープニングイベント：「被爆ピアノ」を使って… 

【概要】３月２５日に開催する愛・地球博オープニングイベントで、広島

の被爆ピアノを使って演奏会を開催する（演奏者は後日発表）。

また、ピアノによる演奏をＢＧＭに「天使の願い」を朗読する。 

被爆ピアノ：広島で被爆したピアノ。現在の所有者である調律師の矢川光則さんが「被爆し

たピアノで音楽とともに平和を伝えられるかもしれない」と修復した。矢川光

則さんも３月２５日、愛知にいらして下さることが決定。 

天使の願い：日本の１３才の少女による、詩集・メッセージ集。世界各国の首脳などに送ら

れ、既に４０ヵ国以上の首脳から返事や感想文が届いている。 

【目的】被爆ピアノによる音楽と、平和を願う少女の思いを通して、核兵器廃絶と戦争のない平和な

地球の実現を世界に求めていく。 

【ゲスト】・セルビア・モンテネグロ共和国から招聘する１７才の戦争体験者、ベルミア・ラディセ

ビックさんの講演。 

・長崎出身者など、各界の方々からのビデオメッセージ。 

 

◆海外展開プラン ： 世界に署名活動の実行委員を広めていく 

【方法】ベルミア・ラディセビックさんと草野史興さん（第５回高校生平和大使、現在筑波大学２年）

を中心に、グローバルネットワークに呼びかけていく（JICAやWYPS（World Youth Peace 
Summit）に協力申請予定）。 

 

◆ウェブ展開プラン ： 高校生によるプロジェクトのホームページ設立 

【内容】・プロジェクトの紹介  ・実行委員会メンバーやメッセンジャーのブログ 
・「署名リレー」の様子をリアルタイムに写真や参加者の感想を交えて広報 


